
 

１ 研究のねらい（はじめに） 

学習指導要領の改訂に伴い，探究型学習が重視

され，様々な実践が行われている．高等学校では，

探究型学習を通して，定積分について一定の学習

ができることを実証している（成瀬・宮川，2025）．

中学校第 3 学年数学科の図形領域では，図形の相

似，円周角と中心角の関係，三平方の定理を取り

扱う．しかし，現行の教科書では，教師と生徒が

先人の見つけた定理を順に見物し，学習を進める

といった「記念碑主義パラダイム」に準じた構成

になってしまっている．そこで本研究では，探究

型学習を用い，図形 3 単元を架橋するような問い

を設定し，どのような探究が展開されるか分析す

ることで，カリキュラムの改善を図ろうと考えた． 

２ 研究の内容 

本実践では，次の数学的知識の学習を目的とす

る： 

A) 直角三角形の 3 辺の関係及び三平方の定理

を見出すこと． 

B) 平面図形の相似の意味，及び三角形の相似

条件を見出すこと． 

C) 円周角と中心角の関係を見いだすこと（特 

にタレスの定理）． 

本稿では探究型学習として，世界探究パラダイ

ムに基づいた指導・学習の過程である，Study and 

Research Paths（SRP）を用いる．これは，活動の

際に「問いを重視する」．問いに回答するために「必

要な知識を必要に応じて学習する」「使えるものは

何でも使う」学習形態である．とりわけ，探究を

始める段階で「最初の問い Q0」が学習者に与えら

れ，学習者はその問いへの回答を得るために，試

行錯誤し，数学的知識に存在理由を生じさせなが

ら，探究を進めることが期待される． 

３ Q0「地獄の大きさを求めよう」 

ガリレオ・ガリレイはダンテ「神曲」の幾何学

的側面に着目し、記述に基づいて、地獄を逆円錐

構造としてモデル化し，大きさや半径を割り出し

た（藤谷，2009）．これを参考に，円錐の母線の長

さと頂角の大きさを与え，Q0「地獄の大きさを考

えよう」を設定する．探究を進めるなかで上記の

A）～C）が数学的知識の必要性を伴って生じるの

ではないかと考えた． 

４ 図形 3単元の基本認識論モデル 

探究を進めるにあたって，図形 3 単元が，どの

ような必要性や存在理由により生じうるのかを明

らかにする必要がある．そこで，図形 3 単元の基

本認識論モデルを構築することとした．基本認識

論モデルとは，「Q0を考えるに当たって，教育の課

題を明らかにするための『参照基準（ものさし）』

として、研究者が科学的な仮説に基づいて作り上

げた知識の構造図」である．Q0を解決するための

必要な知識を下のように整理した． 

実践部（praxis） 理論部（logos） 

T：タスク θ：テクノロジー 

地獄は三角錐を逆さにし

た形である．母線の長さ

と頂角の大きさがわかる

とき，他の辺々の長さを

求めることができるか？  

・三平方の定理 

・図形の相似の意味，

条件 

・円周角の定理（タレ

スの定理） 

τ：テクニック Θ：セオリー 

・縮図をかく 

・比の表し方 

・方程式の解き方 

・ユークリッド幾何学 

・相似変換 

・同値関係 

 

付記 本研究は JSPS科研費 JP26H00111の助成を

受けたものです． 

引用・参考文献 

成瀬政光・宮川健(2025)．高等学校における定積分

の探究型授業の実践とその分析：教授人間学理

論を拠り所にして．科学教育研究，49(1)，20–39． 

藤谷道夫(2009)．ダンテ『神曲』の幾何学的構成に

ついて．帝京大学外国語外国文学論集，15，27–

64． 

探究型学習に基づく図形単元のカリキュラム開発 

図形 3単元を架橋するカリキュラムの設計と分析 

 

けんきゅう

がくしゅう しどう ようりょう かいてい ともな たんきゅう がた がくしゅう じゅうし

さまざま じっせん おこな こうとう がっこう

たんきゅう がた がくしゅう とお てい せきぶん いってい がくしゅう

じっしょう なるせ みやがわ

ちゅうがっこう だい がくねん すうがく か ずけい りょういき ずけい そう

に えんしゅうかく ちゅうしん かど かんけい さん へいほう ていり と

あつか げんこう きょうか しょ きょうし せいと

せんじん み ていり じゅん けんぶつ がくしゅう すす

きねんひ しゅぎ じゅん こうせい

ほん けんきゅう たんきゅう

かた がくしゅう もち ずけい たんげん かきょう と

せってい たんきゅう てんかい ぶんせき

かいぜん はか かんが

けんきゅう ないよう

ほん じっせん つぎ すうがく てき ちしき がくしゅう もくてき

ちょっかく さんかくけい さんぺん かんけい およ さん へいほう ていり

み だ

へいめん ずけい そうじ いみ およ さんかくけい そうじ

じょうけん み だ

えんしゅうかく ちゅうしん かど かんけい み とく

ていり

ほんこう たんきゅう がた がくしゅう せかい たんきゅう

もと しどう がくしゅう かてい

もち かつどう

さい と じゅうし と かいとう かならず

よう ちしき ひつよう おう がくしゅう つか

なん つか がくしゅう けいたい たんきゅう

はじ だんかい さいしょ と がくしゅう しゃ あた

がくしゅう しゃ と かいとう え み

ぎょう さくご すうがく てき ちしき そんざい りゆう しょう

たんきゅう すす きたい

じごく おお もと

かみきょく きかがく

てき そくめん ちゃくもく きじゅつ もと じごく ぎゃく えんすい

こうぞう か おお はんけい わ だ

ふじたに さんこう えんすい ぼせん ちょう

ちょうかく おお あた じごく おお かんがえ

せってい たんきゅう すす じょうき

すうがく てき ちしき ひつよう せい ともな しょう

かんが

ずけい たんげん きほん にんしきろん

たんきゅう すす ずけい たんげん

ひつよう せい そんざい りゆう しょう めい

ひつよう ずけい たんげん もと

ほん にんしきろん こうちく きほん にんしき

かんが あ きょういく かろん

だい あき さんしょう きじゅん

けんきゅう しゃ かがく てき かせつ もと つく じょう

ちしき こうぞう ず かいけつ

ひつよう ちしき した せいり

じっせん ぶ りろん ぶ

じごく さんかくすい さか

かたち ぼせん なが

ちょうかく おお

ほか 辺 なが

もと

さん へいほう ていり

ずけい そうじ いみ

じょうけん

えんしゅうかく ていり

ていり

しゅくず

ひ あらわ かた

ほうていしき と かた

きかがく

そうじ へんかん

どうち かんけい

ふき ほんけんきゅう かけんひ じょせい

う

いんよう さんこう ぶんけん

なるせ まさみつ みやがわ けん こうとう がっこう てい せきぶん

たんきゅう がた じゅぎょう じっせん ぶんせき きょうじゅ にんげん がくり

ろん よ どころ かがく きょういく けんきゅう

ふじたに みちお かみきょく きかがく てき こうせい

ていきょう だいがく がいこくご がいこく ぶんがく ろんしゅう

たんきゅう がた がくしゅう もと ずけい たんげん かいはつ

ずけい たんげん かきょう せっけい ぶんせき


